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《ハイテク製品を中心とした製造業の好調が GDP 成長を加速させた模様》 

2026年 7－9月期の実質 GDP（推定値、以下同様）

は前年同期比 9.95％増の 3,004 兆 VND（ベトナムド

ン）となった。4－6 月期の確定値は同 8.39％増から

8.81％増に上方修正され、1－9 月累計は同 9.01％増と

なり、経済の拡大基調は維持され、そのスピードが加速

している観がある。ハイテク製品の輸出拡大を軸とした

製造業の好調が牽引役であり、他の新興国と比較しても

依然として良質かつ高水準の成長を続けているといえ

るだろう。なお、1－9 月期累計の消費者物価指数は同

4.52％上昇なので、1－9月累計の名目GDPは実に 13％

超の水準で成長していることになり、株式市場にポジテ

ィブな影響を与えていることが想定される。 

鉱工業・建設業の実質 GDPは同 12.5％増の 1,182兆 VNDだった。AIサーバーなどのハイテク製品

の生産が好調で、加工製造業の実質GDPは同 12.3%増の 797兆VNDとなっている。また、FDI（Foreign 

Direct Investment の略で海外資本のベトナム国内への直接投資を意味する）実行額の拡大や住宅投資

の回復によって建設の実質 GDPは同 14.2％増の 187兆 VNDとなった。 

サービス産業の実質 GDPは同 9.5％増の 1,265兆 VNDとなった。製造業の好調が雇用の実質的な改

善を促し、それが消費活動にポジティブな影響をもたらしたため、卸売・小売業が同 10.4％増の 287兆

VND となって全体を牽引した。活発な経済活動を背景に運輸倉庫業の実質 GDP が同 11.6％増の 152

兆 VNDとなったほか、ベトナムを訪問する外国人数の増加によって宿泊・飲食の実質 GDPは同 9.8%

増の 76兆 VND、旺盛な資金需要を反映して金融・保険の実質 GDPは同 10.3％増の 151兆 VND、デ

ジタル化への活発な投資により情報通信の実質 GDPは同 8.9%増の 108兆 VNDとなっている。回復が

期待される不動産の実質 GDP は同 5.6％増の 92 兆 VND にとどまっているが、4－6 月期の同 4.9%増

からは緩やかに伸び率が拡大している。 

以上のように GDPの拡大加速がみられ、企業業績の拡大基調が継続する可能性が高いが、2026年の

ベトナム株式市場のパフォーマンスははかばかしくない。2026 年 10 月 20 日終値ベースで昨年末比

5.2％の下落となっている。好調のエンジンとなっているハイテク製品の輸出を担う主な企業の多くが

ベトナム株式市場の上場企業ではないことが影響している可能性があるが、グローバル IT 企業の投資

動向を考慮すると、ベトナム経済の成長を牽引する生産拡大、投資拡大、消費（内需）拡大の好循環が

継続する可能性は高く、ベトナム株式市場の魅力は高まっているとみることも可能だろう。一方、リス

ク要因はインフレだろう。物価上昇が加速するようであれば、金融政策がインフレに配慮する方向に向

かう可能性が高まる点には留意する必要があるだろう。 
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図表1 実質GDP成長率の推移 (％)
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出所 ベトナム統計総局のデータをもとに当社作成


